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静
岡
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の

ク
リ
ス
マ
ス
例
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。場
所
は
料
亭
浮
月
楼（
オ
ー

ナ
ー
久
保
田
隆
氏
、ピ
ア
ニ
ス
ト
）

の
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
で
す
。ま
ず
総

会
の
あ
と
、早
乙
女
道
雄
元
東
海

大
学
教
授
の
聖
誕
夜
の
講
話
が

あ
り
、そ
れ
か
ら
パ
ー
テ
ィ
が
進

行
し
ま
し
た
。長
谷
川
正
二
郎
氏

（
経
済
人
ク
ラ
ブ
顧
問
）や
大
学
か

ら
の
参
加
者
も
あ
り
、ピ
ア
ノ
の

演
奏
に
懐
石
料
理
で
楽
し
い
一
夜

　

毎
年
恒
例
の
新
年
会
を
坂
本

和
彦（
Ｓ
44
）さ
ん
の
お
世
話
で

「
ホ
テ
ル
ベ
ラ
ビ
ス
タ
」で
約
20
名

の
出
席
で
開
催
し
ま
し
た
。夕
日

が
沈
む
瀬
戸
内
海
を
背
景
に
、竹

内
宗
牧
師（
H
３
）の
礼
拝
に
始
ま

り
、倉
田
会
長（
還
暦
）、胡
井
さ

ん
、宮
口
さ
ん

の
年
男
の
お
祝

い
を
は
じ
め
出

席
者
全
員
の

今
年
の
幸
せ

を
お
祈
り
致

し
ま
し
た
。懇

親
会
で
は
、全

　

 

年
初
の
恒
例
と
な
り
、21
年
目

を
迎
え
た「
家
族
も
ち
つ
き
会
」を

喜
多
方
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
こ
の
冬

の
会
津
で
す
が
当
日
は
穏
や
か
な

晴
天
に
恵
ま
れ
、心
ゆ
く
ま
で
搗

き
た
て
の
餅
を

堪
能
し
ま
し

た
。最
近
は
孫

を
連
れ
た
会
員

が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
、月
日

の
流
れ
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。

　

松
戸
・
柏
か
ら
50
名
参
加
。雨

宮
会
長
挨
拶
、校
友
会
挨
拶
の

後
、〝
新
春
放
談「
女
と
男
」〞
の

題
で
、平
安
時
代
の「
結
婚
事
情
」

を
守
屋
省
吾
立
大
名
誉
教
授（
文

学
部
）に
よ
り
伺
う
。和
歌
に
よ
る

ア
プ
ロ
ー
チ
、〝
三
夜
通
い
〞
な

ど
努
力
の
末
に
結
ば
れ
る
事
情

は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
。先
生

の
ご
専
門
は
平
安
女
流
文
学
。自

動
車
部
監
督
の
時
代
も
あ
っ
た
由

（
従
っ
て
所
幹
事
と
は
旧
知
の
間

柄
）。今
回
は
女

性
幹
事
が
企
画
・

実
施
の
活
躍
で

特
色
あ
る
会
と

な
っ
た
。8
月
・

花
火
大
会
、
10

月
・
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
、11
月
・
紅

葉
狩
り
バ
ス
旅

行
な
ど
を
予
定
。

問
合
せ
は
中
山

幹
事
長（
T
E
L

　

毎
年
年
始
の
恒
例
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
賀
詞
交
歓
会
を
今
年
も

小
岩
ニ
ュ
ー
オ
ー
ク
ラ
で
開
催
し

ま
し
た
。出
席
者
は
昭
和
25
〜
57

年
卒
業
の
10
名
で
し
た
。冒
頭
、高

橋
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、当
会
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
な
が

ら
昨
年
末
に
逝
去
さ
れ
た
東
條
潔

氏（
Ｓ
25
）の
ご
冥
福
を
祈
り
全
員

で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。乾
杯
に

続
き
同
会
長
か
ら
活
動
報
告
と

２
０
１
０
年
５
月
22
日（
土
）に
タ

　

昨
年
に
引
き
続
き
新
年
会
を

開
催
し
、
１
年
ぶ
り
の
再
会
と

な
っ
た
。翌
日
開
催
の「
奥
む
さ
し

駅
伝
競
走
大
会
」で
の
母
校
応
援

を
決
定
し
、楽
天
１
位
指
名
の
戸

村
投
手
の
活
躍
を
期
待
す
る
な

ど
し
て
、親
睦
を
深
め
た
。次
回
も

駅
伝
大
会

前
日
に
新

年
会
を
予

定
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

３
月
18
日（
木
）、道
後
温
泉「
ふ

な
や
」に
お
い
て
愛
媛
立
教
会
設

立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
松
山
立
教
会
と
し
て
活
動

し
て
参
り
ま
し
た
が
、愛
媛
県
内

各
地
の
校
友
も
広
く
参
加
で
き

る
校
友
会
と
し
て
、愛
媛
立
教
会

に
組
織
変
更
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。当
日
は
、来
賓
に
今
治
立

教
会
の
幹
部
の
方
々
を
お
迎
え
し

県
内
各
地
か
ら
30
名
の
卒
業
生

が
集
い
、松
山
立
教
会
の
菊
池
会

長
か
ら
愛
媛
立
教
会
の
十
河
会

長
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
行
い
、富

田
幹
事
長
、宮
崎
幹
事
ほ
か
新
し

い
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。懇

親
会
で
は
艶

や
か
な
伊
予

節
の
踊
り
も

披
露
さ
れ
大

盛
況
の
う
ち

に
閉
会
す
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

鴻
巣
立
教
会
は
、有
志
に
よ
っ

て
平
成
６
年
２
月
に
結
成
さ
れ

ワ
ー
ホ
ー
ル
船

堀
で
開
催
予
定

の
当
会
創
立
10

周
年
記
念
行

事
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
お

話
が
あ
り
ま
し

た
。

員
の
近
況
報
告
や
美
味
・
美
酒
の

ご
馳
走
で
盛
り
上
が
り
、「
立
教

未
来
計
画
」へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
頂
き
、

母
校
愛
を
再
確
認
致
し
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
３
時
間
が
過

ぎ
、二
次
会
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
近
郊
ベ

ル
モ
ン
ト
市
に
あ
る
イ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
V
i
v
a
c
e
で
懇

親
会
を
兼
ね
た
定
例
年
次
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

設
立
当
初
よ
り
メ
ン
バ
ー
で
校

友
会
発
展
の
た
め
に
長
年
尽
力

さ
れ
会
長
を
務
め
ら
れ
た
光
森

和
子
前
会
長
か
ら
横
尾
隆
一
新
会

長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

　

１
９
８
１
年
設
立
に
至
る
ま

で
の
思
い
出
話
か
ら
メ
ン
バ
ー
の

近
況
報
告
、
２
年
前
に
帰
国
さ
れ

た
前
幹
事
、河
原
氏
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
て
日
本
で
の
生
活
の
様
子
な

ど
話
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、楽
し

い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し

た
。
最
後
に

校
歌
斉
唱
、

プ
ロ
の
写
真

家
鶴
田
氏
に

よ
る
記
念
撮

影
で
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
た
1
月
24

日
、青
葉
台
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
第

12
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
初
参
加
の
方
６
名
を
含

め
総
勢
35
名
。総
会
の
後
、校
友
の

三
遊
亭
ら
ん
丈
師
匠
の
落
語
を
楽

し
み
懇
親
会
で
は
大
い
に
親
交
を

深
め
、
最
後

に
記
念
写
真

を
撮
り
校
歌

栄
光
の
立
教

を
斉
唱
。
盛

会
の
う
ち
に

閉
会
し
ま
し

た
。

　

第
11
回
瑞
穂
立
教
会
を
開
催

し
ま
し
た
。当
会
は
年
に
一
度
３

月
に
開
催
し
て
い
る
名
古
屋
市
瑞

穂
区
在
住
の
立
教
O
B
の
集
ま
り

で
す
。今
年
は
32
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。最
近
は
瑞

穂
区
以
外
の
名
古
屋
在
住
の
方
の

参
加
が
増
え
て
き
ま
し
た
の
で
、

み
な
さ
ん
の
了
解
を
得
て
、来
年

よ
り
名
古
屋
立
教
会
と
し
て
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。毎

年
９
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
中
部

校
友
会
の
下
部
組
織
と
し
て
ま
す

ま
す
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま

す
。名
古
屋

在
住
の
方
、

奮
っ
て
ご
参

加
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

２
月
27
日（
土
）、13
名
の
出
席

を
持
っ
て
立
教
会
を
久
し
ぶ
り
に

開
催
し
ま
し
た
。若
手
、佐
野
に
移

動
者
も
含
め
半
数
が
初
め
て
の

方
々
で
活
気
あ
ふ
れ
る
会
合
に
な

り
ま
し
た
。今
回
の
会
合
で
は
ご

夫
婦
で
立
教
の
方
が
意
外
に
多

く
、ま
た
お
子
様
も
立
教
に
学
ば

せ
て
い
る
方
々
が
多
い
の
が
話
題

と
な
り
ま
し
た
。参
加
者
中
３
人

の
方
が
ご
夫

婦
で
立
教
、

お
子
様
を
立

教
で
学
ば
せ

て
い
る
、
或

い
は
学
ん
だ

と
い
う
方
が

４
人
も
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
の
新
年
を
祝
い
、

京
滋
立
教
会
恒
例
の
新
春
の
集
い

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、滋

賀
、大
阪
、神
戸
、奈
良
か
ら
の
校

友
を
含
め
、総
勢
40
名
の
校
友
が

出
席
し
ま
し
た
。創
立
１
３
５
周

年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
立
教
未

来
計
画
」募
金
の
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し

た
。新
年
に
ふ

さ
わ
し
い
お

い
し
い
お
料

理
に
舌
鼓
を

打
ち
、華
や
い

だ
中
に
も
充

実
し
た
ひ
と

時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

一
年
振
り
に「
板
橋
立
教
会
」

の
新
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
東
武
東
上
線
の
と
き
わ

台
駅
近
辺
の
校
友
を
中
心
に
ご

案
内
を
差
し
上
げ
、久
し
振
り
に

30
名
を
超
え
る
校
友
が
集
ま
り

ま
し
た
。23
年
油
脂
学
科
卒
業
の

鈴
木
大
先
輩
か
ら
平
成
17
年
卒

業
の
小
平
君
、長
谷
川
君
ま
で
年

代
を
超
え
、立
教
と
い
う
青
春
の

共
有
を
横
串
に
楽
し
い
集
い
で

し
た
。厳
し
い
経
済
状
況
が
続
く

の
で
し
ょ
う
が
、皆
さ
ん
の
歓
談

を
見
て
お
り
ま

す
と
元
気
が
出

ま
す
。締
め
に
41

年
中
嶋
さ
ん
が

エ
ー
ル
を
振
り
、

声
高
ら
か
に
校

歌
を
歌
い
ま
し

た
。

ま
し
た
。そ
の
後
、市
町
村
合
併

に
よ
り
隣
町
の
吹
上
町
、川
里
町

と
い
っ
し
ょ
に
な
り
顔
ぶ
れ
も
多

彩
に
な
り
ま
し
た
。活
動
は
３
月

の
総
会
、
７
月
の
こ
う
の
す
花
火

大
会
、そ
し
て
10
月
の
六
大
学
野

球
観
戦
と
厳
選
し
て
お
り
ま
す
。

総
会
に
は
、校
友
会
の
皆
さ
ん
と

そ
の
年
に
活
躍
さ
れ
た
立
教
大

学
O
B
の
皆
さ
ん
に
来
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。市
内
出
身
の
水
泳
世

界
選
手
権
出
場
者
や
県
内
在
住

の
連
続
マ
ラ
ソ
ン
の
記
録
保
持
者

を
呼
ぶ
な
ど
し
て
、会
員
相
互
の

刺
激
に
な
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま

す
。総
会
出
席
会

員
は
毎
年
20
数

名
で
す
が
、市
内

だ
け
に
限
定
せ

ず
、オ
ー
プ
ン
な

雰
囲
気
の
立
教

会
と
し
て
お
り
ま

す
。

を
過
ご
し
ま

し
た
。
校
歌

「
栄
光
の
立

教
」
を
斉
唱

し
、
盛
会
の

う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

去
る
２
月
５
日
、福
井
市
内
の

「
八
重
寿
司
」に
て
新
年
会
を
開

催
。安
本
会
長
を
は
じ
め
14
名
の

会
員
が
集
い
、久
し
ぶ
り
の
再
会

と
い
う
事
で
時
間
が
経
つ
の
も

忘
れ
歓
談
致
し
ま
し
た
。北
陸
の

地
も
こ
の
と
こ
ろ
暖
冬
で
雪
の
少

な
い
年
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
今

年
は
数
回
雪
に
見
舞
わ
れ
、除
雪

に
追
わ
れ
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
節
分
も
過
ぎ
春
の
気
配

も
感
ず
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

北
国
の
春
は
又
格
別
で
す
。春
に

な
っ
た
ら
若
狭
地
区（
小
浜
方
面
・

福
井
市
内
よ
り
約
１
０
０
K
）の

会
員
を
訪
ね
て
の
ゴ
ル
フ
会
や

毎
年
恒
例
の

６
大
学
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

（
11
月
３
日

開
催
）
な
ど

の
話
題
に
花

が
咲
き
ま
し

た
。

　

２
０
１
０
年
第
一
回
目
の
熱
海

立
教
会
が
開
催
さ
れ
、会
員
12
名

が
参
加
し
ま
し
た
。懇
親
会
で
は

懐
か
し
い
話
や
昨
今
の
話
題
に
花

を
咲
か
せ
る
中
、ご
当
地「
湯
め
ま

ち
を
ど
り
」

で
活
躍
中
の

芸
妓
衆
に

も
華
を
添

え
て
い
た
だ

き
、
大
変
に

ぎ
や
か
な
う

ち
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

（
55
院
社
前
、元
本
学
社
会
学
部

兼
任
講
師
、田
辺
義
明 

記
）
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（
棗
田
章
弘　

記
）

（
丹
治　

記
）

（
事
務
局　

石
井 　

記
）

（
三
井　

記
）

（
野
口　

記
）

（
小
川　

記
）

【
出
席
者
】

鶴
田
和
博

ウ
ォ
ー
カ
ー
章
代

松
本
里
美

堀
田
直
樹

横
尾
隆
一

李
ロ
バ
ー
ト

内
藤
朋
子

佐
々
木
百
枝

小
川
め
ぐ
み

光
森
和
子

李（
竹
下
）弘
美

檜
山
宜
継

河
原
正
悦

（
伊
藤
裕
康　

記
）

（
Ｓ
57　

須
賀　

記
）

（
池
田　

記
）

（
郡
司　

記
）

（
幹
事　

多
田　

記
）

（
古
久
根
孝
男　

記
）

【
出
席
者
】

鏡
味
國
彦

青
木
一
男

青
木　

茂

堀
川
和
義

若
槻
佳
孝 

飯
塚
義
昭

新
井
景
三

岡
部
秀
司

高
山　

博

浅
野
泰
宏

高
野
正
義

大
野　

孝

山
本
正
則

増
岡
利
和

水
村
英
章

吉
田
晃
子

海
外
・

地
域

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
立
教
会

'09
・
11
・
20

V
i
v
a
c
e
レ
ス
ト
ラ
ン

静
岡
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ

「
ク
リ
ス
マ
ス
例
会
」

'09
・
12
・
21

静
岡
市
葵
区

ラ
イ
フ
タ
イ
ム

会
津
立
教
会

'10
・
1
・
17

蔵
珈
琲
・
ぬ
り
の
里

（
46
法 

北
見
駿
次
氏 

経
営
）

【
出
席
者
】

北
見
駿
次

中
島
重
治

横
山
武
則

吉
原
喜
三
久

大
塩　

進

横
山
正
廣

伊
藤
裕
康

宮
森
泰
弘

尾
崎
由
紀
子

大
竹
昭
子

伊
藤
久
美
子

福
山
立
教
会

'10
・
1
・
23

ホ
テ
ル
ベ
ラ
ビ
ス
タ

松
戸
立
教
会
新
春
の
集
い

'10
・
1
・
23

松
戸
商
工
会
館

0
4
7・3
6
7・2
0
2
6
）

江
戸
川
立
教
会
新
年
賀
詞
交
歓
会

'10
・
1
・
23

小
岩
ニ
ュ
ー
オ
ー
ク
ラ

よ
こ
は
ま
青
葉
立
教
会
総
会

'10
・
1
・
24

青
葉
台
フ
ォ
ー
ラ
ム

板
橋
立
教
会
・
新
年
会

'10
・
1
・
29

と
き
わ
台「
魚
辰
」

（
梅
田　

記
）

2
0
1
0
年
京
滋
立
教
会 

新
春
の
集
い

'10
・
1
・
30

京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

飯
能
立
教
会
新
年
会

'10
・
1
・
30

清
河
園（

高
野　
記
）

福
井
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ
新
年
会

'10
・
2
・
5

八
重
寿
司

佐
野
立
教
会

'10
・
2
・
27

サ
ン
ル
ー
ト
佐
野

【
出
席
者
】

山
野
井
教
子

鈴
木　

充

相
子
正
幸

津
久
居
郁
之

井
口
隆
晴

五
十
嵐
毅
尚

（
S
38
）

（
S
55
）

（
H
11
）

（
S
51
）

（
S
63
）

（
S
58
）

山
野
井
武
夫

青
山
敏
郎

山
野
井
修
二
郎

田
沼
一
男

大
川
由
昭

吉
川
良
雄

三
井
福
次
郎

（
S
32
）

（
S
49
）

（
S
47
）

（
S
37
）

（
H
1
）

（
S
49
）

（
S
47
・
H
19
）

熱
海
立
教
会

'10
・
3
・
8

熱
海
後
楽
園
ホ
テ
ル

（
幹
事
長　

出
口
直
樹　

記
）

愛
媛
立
教
会
設
立
総
会

'10
・
3
・
18

道
後
温
泉「
ふ
な
や
」

鴻
巣
立
教
会
総
会

'10
・
3
・
19

キ
ッ
チ
ン
の
だ
や

瑞
穂
立
教
会

'10
・
3
・
20

名
古
屋
市

シ
ョ
ウ
ズ
宮
長

【
役
員
】会
長　

森　

庸
一
、副
会

長　

郡
司
哲
夫

【
連
絡
先
】
０
９
０
・
６
６
１
７
・

１
０
２
５（
郡
司
）


